
新年度新学期がスタートしました。１年生の皆さんは、新川高校での新たな生活に胸を弾ま

せていることと思います。２・３年生の皆さんは、新たなクラスメイトとの交流を楽しみなが

ら、勉強や部活、学校行事に取り組む意気込みに満ちあふれていることでしょう。生徒のみな

さんにとって、充実した一年になることを願っています。これからいろいろなことがあると思

います。思うようにいかなくて、時には疲れてしまうこともあるかもしれません。そんな時は、

図書館に心を休ませに来てください。広くて静かな図書館は、とても清潔で落ち着いた空気で、

日常生活との隔絶感があります。一息ついたら、また、がんばれると思います。もちろん、図

書館の一番の楽しみは、本を読むことです。たくさんの本や雑誌があります。生徒のみなさん

にはなじみが薄いかもしれませんが、最新の新聞もあります。多くの生徒の皆さんが本に興味

を持ち、図書館に足を運んでくれるよう、年間を通して、様々な企画を用意していますので、

楽しみにしていてください。 

今回の図書館だよりでは、新川高等学校の図書館について紹介していきます。 

 

 

開館時間  昼休み  12：３５ ～ 1３：１0 

          業 後  LST 終了後 ～ 16：55 

 

朝日新聞、中日新聞、図書館教育ニュース、文藝春秋、ニュートン、スクリーン、 

ナンバー、NON-NO、MEN’S NON-NO、ダ・ヴィンチ、オレンジページ、アエラ、 

Tokai Walker、日経 PC21、旅の手帖、ROCKIN’ON JAPAN、ENGLISH EXPRESS 

 

 

 ☆ 検索  ⇒ 題名、著者名を図書館内の PC に入力すれば、本について調べ 

        られます。 

 ☆ 予約カード  ⇒ 読みたい本が貸し出し中の場合、カウンターにある「図書貸出 

予約カード」を使えば、返却にされた際に優先的に借りられます。 

 ☆ 購入希望   ⇒ 自分の読みたい本が図書館にない場合、カウンターの「図書リク 

エストカード」を使ってください。今後の購入の参考にさせて 

いただきます。 

 

※ 他に不明な点がありましたら、図書館に来館した際に質問してください。 

 

１． 飲食物の持ち込みは禁止です。 

２． 入館する時は、館内用のスリッパに履き替えてください。 

３． 館内でのスマホ・ケータイの使用は禁止です。 

（業後に来館する際は、荷物を入り口付近の棚に置いて、入ってください。） 

４． 本を返却する際には 

図書館の開館時間内ならば、カウンターで本を返却してください。 

開館時間外ならば、返却 BOXに入れてください。 

 

 

 

 

 

『 図説 不思議の国のアリス 』（ 桑原茂夫 ）          【２年図書委員】 

 あなたは、『不思議の国のアリス』のアリスに、モデルとなった少女がいることを知

っていますか？ 実はこのお話は、作者のルイス・キャロルが、アリスという実在の少

女を楽しませるためにしたお話を、まとめて本にしたものなのです。そんな興味深い話

題から始まるこの本は、『不思議の国のアリス』について、まとめられるだけまとめた

ような図説です。ボリュームのある『不思議の国のアリス』本編のストーリーを事細か

に説明しながら、不思議なキャラクターたちの魅力を、繊細なイラストと丁寧な説明で

わかりやすく教えてくれます。他にも、キャラクター誕生の経緯や作者ルイス・キャロ

ルの人物像なども解説してくれます。 

この本は、図書室にあるので、『不思議の国のアリス』に少しでも興味がある人は、是

非読んでみてください！ 

 

 

『 俺ではない炎上 』（ 浅倉秋成 ）              【１年図書委員】 

 もし、ある日突然、自分の名前がネット上で炎上していたらどうしますか？ この本

は、大帝ハウス大善支社営業部長の山縣泰介が、「女子大生殺害」という犯行を twitter

で自慢していたアカウントが彼のものであると皆から誤認されてしまうことから事件

が始まります。誤認などすぐに解けると楽観していた泰介ですが、どれだけ無実を主張

しても、会社も友人も家族も、誰一人として信じてくれません。日本中の人が敵になり、

必死に逃亡することになります。なりすましたヤツは誰なのか。本来自分は無関係であ

るはずの炎上を通しての、泰介の「内面の変化」も注目ポイントです。SNS の滑稽さと

恐ろしさがリアルに描かれている作品です。SNS が発達した時代を生きる人々に、「他

人事」ではない一冊です。ぜひ、読んでみてください。 
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